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フ
九
九
六
年
に
中
国
銀
行
が
［
Λ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
定
間
預
痢
］
を
発
足
さ
せ
た
。

　
金
融
機
関
に
と
っ
て
社
会
的
信
用
は
命
で
あ

る
。
Λ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
九
八
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
ま

で
は
任
意
団
体
で
あ
り
、
も
し
、
Λ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
が
起
き
た
と
す
れ
ば
、
中
国
銀
行
に

と
っ
て
致
命
的
に
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

　
誰
が
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り
て
く
れ
た
の

か
。
当
時
の
頭
取
（
現
参
与
）
、
稲
葉
穀
雨
氏
だ

っ
た
。
そ
し
て
、
米
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ

　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
波
　
　
茂

ッ
タ
ン
に
あ
る
中
国
銀
行
の
駐
在
員
本
務
所
に
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Λ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
機
能
の
設
置
を

お
願
い
し
た
。
「
い
い
よ
」
と
、
二
回
も
飛
び
降

り
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
瞬
間
に
岡
山
犬
学
長
だ

っ
た
谷
口
澄
夫
光
生
の
面
影
が
重
な
っ
た
。
『

　
昨
年
夏
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Λ
は
国
連
経
済
社
会
狸
事
会

　
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
）
　
「
総
合
協
議
資
格
」
を
取
得
。

本
格
的
な
国
連
で
の
政
策
提
言
活
動
を
開
始
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
九
〇
年
に
始
ま
っ
た
湾
岸
戦
争
の
時
、
多
雨
籍

京
に
百
二
十
徳
♂
も
提
供
し
た
日
本
に
対
し
、
ク

ウ
ェ
ー
ト
か
ら
の
感
謝
は
な
か
っ
た
。
「
顔
の
見

え
な
い
日
本
」
の
パ
ニ
ッ
ク
が
日
本
中
を
襲
っ
た
。

外
務
雀
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
助
成
を
強
化
し
た
。
た
だ

し
、
精
算
払
い
だ
っ
た
。
Λ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
短
期
年
度

内
借
入
金
が
最
も
多
額
の
時
に
は
一
徳
石
子
万
円

も
個
人
担
保
で
中
国
銀
行
か
ら
借
り
た
時
期
が
あ

っ
た
。
関
係
者
の
ご
厚
意
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し

た
い
。

　
稲
葉
氏
は
井
原
市
高
屋
の
ご
出
身
で
あ
る
。
偶

然
か
否
か
、
私
の
生
ま
れ
た
広
島
県
神
辺
町
（
現

福
山
市
）
は
隣
で
あ
る
。
ご
先
祖
同
土
の
お
付
き

合
い
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、

私
の
母
校
で
あ
る
福
山
城
之
館
高
の
火
先
輩
で
も

あ
る
。

　
公
正
と
は
意
欲
と
能
力
が
あ
れ
ば
、
機
会
を
与

え
て
結
果
を
出
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
意
欲
は
あ

る
が
、
能
力
が
未
知
数
の
時
は
ど
う
す
る
の
か
。

機
会
を
与
え
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
失
敗
に
終

わ
れ
ば
機
会
を
提
供
し
た
人
を
滅
ぼ
す
こ
と
も
あ

る
。
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Λ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
定
期
預
金
」
は

ま
さ
に
感
謝
と
緊
張
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
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